










要約 

(1)低出生体重児 13 例について,ナトリウムバランス,クレアチニンクリアランス

,fractionalsodiumexcretion"一部症例(5 例)について尿中アルドステロン排泄量を測定

した。 

(2)在胎34週未満の未熟な症例では,生後1週間以内(日令1,2)では負のナトリウムバラン

スを示し,fractional sodiumexcretionをみても高値であり,ナトリウム再吸収能が低下し

ていることを示していた。ところが尿中アルドステロン排泄量は成人値と同等であり,腎尿

細管でのアルドステロンに対する不応性が示唆された。 


